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処
理
開
始
区
域
が
増
え
ま
し
た

  

平
成
23
年
度
中
に
下
水
道
本
管
の
整
備

を
終
え
た
稲
葉
、
東
一
丁
目
、
東
二
丁
目
、

三
迫
二
丁
目
地
区
の
一
部
の
区
域
は
、
公

共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
左
ペ
ー
ジ
地
図
参
照
）

　

こ
の
区
域
に
な
る
と
、
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。（
詳
し

く
は
次
項
目
）

水
洗
便
所
設
備
資
金
貸
付
制
度

　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
た

り
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公
共
下
水
道

に
接
続
し
た
り
す
る
際
の
費
用
を
、
一
定
の

要
件
で
無
利
息
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
（
左

表
）。
指
定
工
事
店
で
手
続
き
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区分 くみ取り便所 し尿浄化槽 大型浄化槽
（35人槽以上）

貸付金額 １戸につき50万円以内 １基につき40万円以内 １基につき250万円以内

貸付利子 無　利　子

返済金額 １戸につき1万円/月 １基につき８千円/月 １基につき５万円/月

返済期間 50カ月以内（分割払い）

貸付要件
 ⑴　家屋の所有者またはその同意を得て改造する使用者
 ⑵　町税、上・下水道使用料および受益者負担金を滞納していないこと
 ⑶　連帯保証人を１名たてることができること

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　

処
理
開
始
区
域
に
な
る
と
、
建
物
の
所
有

者
等
に
下
水
道
へ
の
接
続
の
義
務
が
生
じ
る

と
と
も
に
、
処
理
区
域
内
の
す
べ
て
の
土
地

に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま

す
。
こ
の
負
担
金
は
、
税
金
と
は
異
な
り
、

一
度
だ
け
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
同

じ
土
地
に
対
し
て
再
び
賦
課
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
負
担
金
額

　

所
有
す
る
土
地
ま
た
は
権
利
の
あ
る
土
地

の
面
積
に
、
単
位
負
担
金
（
１
㎡
当
た
り

４
６
０
円
）
を
か
け
た
額

（
例
）
１
４
８
・
５
㎡
（
約
45
坪
）
の
土
地
を

所
有
さ
れ
て
い
る
場
合

	
１
４
８
・
５
㎡
×
４
６
０
円

≒

６
万
８
３
０
０
円
（
１
０
０
円
未
満

の
端
数
を
切
り
捨
て
）

◆
納
付
方
法

　

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

①
５
年
間
（
10
回
）
の
分
割
納
付

　

納
期　

第
１
期　

８
月
１
日
～
８
月
末
日

　
　
　
　

第
２
期　

２
月
１
日
～
２
月
末
日

②
一
括
納
付

　

納
期　

初
年
度
の
８
月
１
日
～
８
月
末
日

※
一
括
納
付
の
方
に
は
、
負
担
金
額
に
応
じ

て
報
奨
金
（
上
限
５
万
円
）
を
交
付
し
ま

す
。

◆
減
免
と
猶
予

　

受
益
者
負
担
金
は
、
す
べ
て
の
土
地
に
一

律
に
賦
課
さ
れ
ま
す
が
、
土
地
の
用
途
や
状

況
な
ど
に
よ
り
、
減
免
や
一
定
期
間
の
徴
収

猶
予
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参

照
）。申
請
制
で
す
の
で
、対
象
と
な
る
方
は
、

５
月
に
送
付
す
る
申
請
書
に
よ
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
が
な
い
場
合
、
減
免
・
猶
予
は
で
き

ま
せ
ん
。

減免と猶予について
減免の対象となる土地 減免率

公立・私立の小・中・高等学校・幼稚園・保育所 75％

官公庁庁舎、境内地（寺院） 50％

国・県の職員宿舎、水道企業等に供している土地、鉄道用地等 25％

道路敷、公園敷、下水道敷、河川敷、水路敷、消防の用に供する
貯水施設、墓地、公道から公道に抜ける私道敷、急傾斜地、保安林、
自治会館、踏切敷、生活保護法による扶助世帯、町道および都
市計画道路予定地で、地積測量を終えた土地

100％

  

皆
さ
ん
の
お
宅
は
、
も
う
公
共
下
水
道

に
接
続
し
て
い
ま
す
か
？

　

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
る
と
、
排
水

口
か
ら
の
臭
い
や
虫
の
侵
入
を
防
げ
る
な

ど
、衛
生
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、間
違
っ
た
使
い
方
を
す
る
と
、

つ
ま
り
や
悪
臭
だ
け
で
な
く
下
水
管
を
痛

め
て
破
損
し
た
り
、
汚
水
が
逆
流
す
る
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
先
般
も
、
南
区
で
マ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
出
し
た
と
新
聞
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
バ
キ
ュ
ー
ム
車
で
吸
い
出
す

と
、
ビ
ニ
ー
ル
や
布
類
が
出
て
き
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
で
は
下
水
管
も
た
ま
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

台
所
で
は
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
、
洗
面
・

風
呂
場
で
は
固
い
も
の
や
毛
髪
な
ど
を
ざ

る
や
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
下
水
道
に
流
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ト
イ

レ
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
な
積
み
重
ね
で
、
下
水
道
を
長
く

つ
か
い
ま
し
ょ
う
。

猶予の対象となる土地 猶予期間

農地、雑種地 10年以内

洗車施設を整備していない駐
車場 2年以内

他人の土地を使用しなけれ
ば、下水を公共下水道に流入
させることが困難な土地

実情に応じて
町長が決定す
る期間

・受益者が震災、風水害、火
災その他の災害を受けた、
または盗難にあったとき

・受益者が病気にかかり、ま
たは負傷による長期療養を
必要とするとき

実情に応じて
２年以内

稲葉

三迫
　二丁目

東二丁目

東一丁目

稲葉

三迫
　二丁目

東二丁目

東一丁目

三迫公園三迫公園

エバーグリーン
ホーム
エバーグリーン
ホーム

３
年
以
内
に
接
続
を

  

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
処
理
開
始
区
域
に

な
る
と
、
そ
の
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
は
、
台
所
、
風
呂
場
、
便
所
な
ど
か
ら
排

出
さ
れ
る
汚
水
を
、
３
年
以
内
に
公
共
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
３
年
を
経
過
し
た
方
に
は
文
書

で
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
別
訪

問
も
行
い
、
水
洗
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に

接
続
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
接
続

工
事
は
町
の「
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事
店
」

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
を
さ

れ
る
場
合
に
は
、
指
定
工
事
店
に
な
っ
て
い

る
か
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

下水道課　☎8 2 3 - 9 2 1 1
　　　　58 2 3 - 9 8 3 9

下水道下水道下水道

下水道
　正しく使って
　　　　快適生活


